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上の表を見ると体育を民間のスポーツ産業に委託している幼稚園が１４園のうち、１０園もあ

ることがわかります。 

 子どもの数が減少している現在、いかにして、保護者にアピールするかが、幼稚園にとって大

きな問題となってきます。そこで、体育、音楽、図工などのいわゆる、芸能教科で、目玉商品を

作るのがカギとなるようです。 

 保護者にとっては、家に帰ってから、わざわざ民間の教室に行かせるよりも、時間的にも経済

的にも助かるというメリットがあります。 

 民間のスポーツ産業にとっては、卒園しても、子どもとの関係をつなぐことができ、広い意味

では、生涯スポーツがうたわれている昨今の、“小さなお客さん”となります。 

 社会での体育に対するイメージが変化し、体育という教科の存在根拠が問われている時期です。

この幼稚園の“外注問題”が、小学校体育専科（東京）の増加、中学校選択制、高校多様化問題、

大学教養体育解体問題へとつながっていくのかもしれません。みなさんはこの問題をどう考えら

れますか。 


